
［別紙③］ 

講演 インターネットやスマートフォンの落とし穴 
感 想 

【 生徒 】 

・ 講演会はとてもためになりました。僕もＬＩＮＥをやってるんだけど、 

本当にスマホは怖いなあと思います。利用規約に同意するだけで個人 

情報がもれてしまうのは、とてもびっくりです。さらにアプリを少し 

やっただけで内カメラをとられて顔写真を撮られてしまうというのは、 

全く知らなかったので注意したいと思いました。（２年男子） 

 

・ 私はスマートフォンやアイポットは持っていません。でも、お父さん 

やお母さんが、「ラインはこわいからなー」と言っている意味がわかり 

ました。今日聞いた中で一番心に残ったことは、ツイッターなどでつ 

ぶやいただけで、その人の今いる位置や住んでいる場所が分かってしまうということです。（１年女子） 

 

・ 僕はＬＩＮＥを使っているけれど、こんなに簡単に情報が漏れてしまうとは思ってもいませんでした。ト

ークが他の人に解析されたり、写真に位置情報が入っていたりと、ＬＩＮＥなどのアプリはすごく便利だし、

おもしろいけど危険だらけだと知ったので気をつけないといけないなと思いました。（３年男子） 

 

・ 私もスマートフォンを持っていてＬＩＮＥもしていて、自分も大丈夫かなぁと心配になりました。自分の

設定のページを見たことがないので、今日帰ってきちんと確認しようと思いました。インターネットも気を

つけなければいけないことがわかりました。（２年女子） 

 

・ 今日の講演会でスマートフォンやインターネット、ＬＩＮＥ、Ｆacebook の使い方、怖さがよくわかりま

した。写真をのせるだけで、自分の個人情報や位置情報が漏れて、家がわかったり電話番号がわかったりす

るので、とても怖く感じました。ポイントカードとかも気をつけて使わないといけないなと思いました。（３

年女子） 

 

・ 家にパソコンがあるのでよく使います。毎日のように使っているインターネットは、初めて知る危険な事

がたくさんあったので驚きました。ＬＩＮＥはやっていないけれど、犯罪に巻き込まれたり、いろんな被害

にあうと聞いて正直怖かったです。（１年女子） 

 

【 保護者 】 

・ 今回このような話を聞いて、インターネットの怖さがわかった。親がもっと勉強の必要があると感じまし

た。 

 

・ 初めてインターネットやスマートフォンの危険性がわかり大変勉強になりました。 

 

・ インターネットや携帯の怖さは、以前から知っていましたが、今やここまできているとは、驚きでした。

しかし、これらはあくまでも道具であり、扱う人間の徹底した教育が必要だと考えます。すべての人に人権

感覚が身についている社会作りが必要だと感じました。 

課題と展望 

講演会をとおして、最近の情報機器についての危険性は十分伝えられた。一般公開したことで参加した

保護者への啓発も進んだと思われる。しかし、それらの情報機器を扱うのは人間であり、自分自身が人権

感覚を高めることが重要であることがどれだけ浸透したか今後検証することが必要であると感じた。今後、

あらゆる機会をとおして、この取り組みを進めていかなければならないことを、改めて感じた。 

 

 


